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2022年３月期 第１四半期の連結業績見通しに関するお知らせ 
 

2022年３月期 第１四半期連結業績見通し(速報値)について、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１．2022年３月期 第１四半期連結業績見通し（ 2021年４月１日～2021年６月30日 、 単位：百万円 ） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 
（当期純利益） 

2022年３月期 第１四半期 
( 連結 速報値 ) 

658 △151 △132 △131 

2021年３月期 第１四半期 
( 前年同期実績 ) 

3,981 △358 △369 △735 

増 減 率 △83.5 － － － 

2021年３月期 通期 
( 連結 実績 ) 

6,901 △1,369 △1,370 △996 

(注)当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１

四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することと致しました。これによ

り、従来は投資・金融サービスに付随する取引として、純額で収益を認識していた金地金事業につい

て、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が本人に該当するため、総額で収益を認識する

方法に変更しております。当該会計方針の変更は、前連結会計年度の期首から遡及適用し、組換後の四

半期連結財務諸表としております。 

 
２．説明 

当社グループにおきましては、金融商品取引及び貴金属地金の現物売買などに注力し、当期における
売上高は658百万円、営業損失は151百万円、経常損失は132百万円となる見通しです。また、親会社株主
に帰属する当期純損失は131百万円となる見通しです。 

なお、当社グループは、当社の事業譲渡による営業収益の90％以上を占めていた貴金属先物事業の喪
失、早期退職者募集等による従業員の85％減少、本社を除く全営業店（10店舗）の閉鎖などにより、
2021年３月期と比較して売上高及び営業費用が大きく減少しております。 

これらの速報値につきましては、現時点での合理的判断による見通しであり、実際の業績数値とは異
なる可能性があります。 

 

 

以 上 


